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工 被事実態調査   

緒  畠  
I  

従来幾度か拭声高く奨励せられて発泡オリTプ01eaeuTOPeaL・琴拷事鱒ま・‥㌻向に働鱒笹慮らないの如ゝ？・やや  

も軋ると執って折角開園首れたカサ「プ因も次第笹原野と化する鱒向やき準欝に磯厚と額って守った・思う粧 

ほオリーブ増殖技術上の諸種の因嘩性特勿蹄のこ・、と，・一斉にお  

いてほ害虫による甚だ租養なる被挙が次第匿拡大して行ったこ  

とに．存するようであるしかも尚現在ニ，この害虫問題は依然と  

して肇Ⅰの際碍というも過言ではなく，従ってらの間嘩を解決  

しない限り，あらゆるオリーブ樹関俸の計画ほ絶対に．推進出来  

ないことが明らかになって来た 

本邦でフ，8種存するオリ－プ械害虫の中で最も養成を通し  

くするものほ，以下に取扱うところのオリ－・プアナアキゾウム  

レ射はjち血戯〟Sdesむ㌢■0こお㌢5壱（第1図）であるが，先づ本害虫  

によるカ・リープ樹の被害が如何なるものであり，如何なる方針  

の元に緊急なる防除対策な溝ずぺきかについて本票に論述した 

いと思う、尚本種の生敏幸実際の防除試験放校等についTてほ今  

後に予定せる報告において取扱うこと．にする 

Fi立。1．The olive weevit，LMobius  

加ざ∂′〃C動か滅 

〔1〕被害の実態   

本書虫が自射犬態で如何なる棲息を示すものであるかというに，かって尾崎（1950）く4）も記録した如く，山野におい  

てほイポタノキエ壱g誓Sg㌢・α肌蕗ααSよe∂・ぴαン・両脚勅髄従∽BLbM去ネヅミモチエ如如励祝ふT血NB：等を食害し，  

これに産卵寄生をなすもののごとく，稀ではあるが本虫の之等の植物を加害しつつあるのを見受けることがある．しか  

し乍ら本象虫ほ之等り植物よりも尚∵屑オリ∵プ樹粧嗜好性を有するよぅで・オリ－プ樹の本虫に・享る被害のそもそも  

の原因は先づここにある．ものと見て差支えあるまル、．  

鴇香川大学農学部応用昆虫学研究室業絞No29‖ 掴現在香川農試′卜豆分場勤務  

（7）（8） …慣用ではオリ－プゾウキンの名で呼ばれてい；る声亨，御名としてはいさざか意に治わない・．倖藤（1955）中条（1956）  
も最近本和名を使用した 
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扮て－，ここに新らしく開園されたオリ－・プ園があ  

るとする・・而してこれに本害虫が侵入して釆たとす  

る場合，果してどのような経路で被害樹が現われて  

来るであろうか？．勿論本害虫ほ．以上の如き山林中  

から園内紅現ゎれてオリープ樹にとりつく魂である  

が，被害桜ほ概ね第2区lに示した如き順序で現われ  

かかる例ほ香川県下の他のオリーブ園でもしぼしば  

見受けられた・すなほら通常山林軋面した園の一朝  

に．おいてその中の1，2本のオリーブ樹に先づ取つ  

き，それを足場として次々に隣接するオリ－プ樹匿  

被害を与えて行くという型通りのものというこ．と．が  

出来よう 

それでは次にカ■リープ樹における被害はどのよう  

であるかについて述べる本害虫の加害部位ほ常3  
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Figl2lShowing the advance of damage of the olive  

treesin the orchaId at which the weevils．outT  

breaking（Figure showing the order ofdamaged  

tleeS）．  

図に示した如くカーリープ樹の地際部であって，成虫ほ先づかか  

る部位に産卵をなし，好化した幼虫ほその部位の樹皮下（通常  

形成層の部分）な潜行食害をつづける訳である（4）．従って虫数  

多き場合にほ樹幹なとりまいて甚だしい加害をなすので，水養  

分の通路ほ全く遮断され，間もなくオリ－プ樹ほ枯死する結果  

を招く訳である。オリーブ樹開園後尚間もない若い樹であれば  

材部紅も喰入の範囲が拡がって－来るので，本虫の被害は全く致  

命的である・しかしながら可成年数を経たオジー・プ樹にあって  

は樹勢旺んで樹皮部も相当に厚く，本虫の喰入によって直ちに 

枯死サーることほ殆んどないが，その代りオリー・プの着花（果）歩  

合が次第に衰え・殆んど収穫皆無の状態に・立至る畑業者に転っ  

ては之亦致命的と云わねばならない．   

オリ－ブ樹幹内匿おける本虫（幼虫）の棲息範囲ほ4，狐年も  

経過したものでほ地上部ユeOcm内外の可成高い部分に迄無数に  

略がっていること．もあるが（場合によるとそのため紅オリ十プ  

樹の或彼のみが第4図の如く部分的に枯死して了うこともあ  

る），多くの場合地上30～40cm迄の範囲に．潜むものとみて差支  

えない（4）・勿論地下部にも浅くはあるが潜入加害し，時に地下  

20cmにも及ぶ根部濫喰入している場合も従来幾度か見受ける  

ことが出来た 

〔Ⅱ〕本邦に於けるオリーブの分布と  

オリ・－プアデアキゾウムシの分布  

オリ－プ樹の本邦に於ける来歴紅ついては野呂（195〇）（3）の記  

述があるが，ほじめて我国庭輸入せられたのは文久2年（1862）  

であったというはじめの問は試験的に数ケ所でその育成が試  

みられたようであるが，農商務省が出来てからは本邦西南暖地  

の諸県iこ於いてその育成が試験されたようである．初期に．は本  

邦では和歌山県のオ．リ－プが最も成椋もよく，世人の注目をひ  

いたようであるが，後にほ香川県のオリーブが之に代り，現在  

尚全国的に有名な産地となっている」現在香川県に於ける栽培  

Fig・3・The state of damage of the olive  

tree caused by the weevil．  

Fig4The dead bIanCh of the olive tree due  

to thein）ury Of the olive weevil．   
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面敢はフ0町歩と目せられるが，最近新たに植村けられた面積を  

合すると100町歩に近いと考えられる 

昨年（1956）未迄に香川県小豆島から発送せられた西木の配  

布先及び従来よりその栽培が行われた地方を合せ考え．てオリー ざ‖′  

プの本邦に於ける分布図を作製してみると／第5図の如く，可成  

広い範囲に及んでいること．が分るが，今日迄に朋かに・本オリ－ 

プアナ・アキゾウムソの被害の現われている地方ほ図中軋示した  

通りで，本虫の分布も相当に広いようである・従って本州，四  

国，九州の諸県でカ・リ－プの栽培を行わんとするならば絶対に  

本虫の生態被害について予め充分認識しておく必要がある1・同  

時に亦之が防除紅関しても合理的方法を充分に考えて対処すべ  

きだと．考えられる 

Figり 5．The distribution of the olive treesin  

South・WesternJapanand that of the  

olive ⅥeeVils 

〔Ⅱ〕緊急防除対策   

オジーー・プアナ・アキゾウムレほ本邦特有の害虫のようで諸外国の文献には未だかってオリーブの害虫として本種が記録  

されたことはない．（諸外国ではオヅ－プの害虫として問題にされているものは主としでカイガラムレ類・ノ、ムレ類，時  

にほメイガの規等のようである…）香川県小豆島にほ明治41年（1908）に始めてオリーブ樹が植栽せられたが，明治43年  

（1910）にほ既紅本虫の被害が確認せられ毎（実際には如拾42年紅オリーブ樹に多少衰弱の徴がみられ，病害に基くも  

のではないかと．記録されているが（チ），これは或は本オリ－・プアナアキゾウムシ丹こよる被害の前兆であったようにも考え  

られる・L）従って小豆島におし†てはそもそものオリーブ樹栽培の当初から本虫の被害が見られた訳で，爾後栽培面拡が  

拡大するにつれて益々被害な遺しくする吟至ったものらしいいしかし何故にこのようにこ・の地で本害虫が増加したかに 

ついて鱒玄匿改めて反賛す声の贋がある 

此問題について従来の調査結果よ・り判断するならば，この地でのオリーブ栽培はキ片手間に植付けて眉けば知らない  

問軋金庭．なる七といった式の充分管理の行われない放任主義の栽培法が今日迄とられて来たからだと考えざるを得な  
い（1）… 言葉を変えれはモ人が本害虫をふえ  

放題に増やした七 ともいい得るい 従って本  

虫の防除を含めてのオリ－プ園の管理が少  

く共に・－・般の果樹園程に行届いていたなら  

ば之程迄にほ水虫が増えること．はなかった  

ものと考えられる今小豆島における英国  

においての時間単位の捕獲虫数を示すと第  

1～3表の如く，部外者軋ほ全く僧兵的な  

数字であるl・これをみても現在本害虫が如  

何に香川県小豆島において暴威を還しくし  

ているかが伺あれる・そこでこのような実  

情にかんがみて緊急に．樹立すべき対策と．し  

てほ先づ小豆島其他激発地における本害虫  

（特に成虫）の楼息密度を関係者が協力し  

合って早急に引下げること紅目標をおいた  

凍が講じられねばならない（1）その具体的方  

法としてほ．本虫の特性にもとづいて早急且  

つ旺んな捕殺を試みること，有効なる接触  

殺虫剤を巧に利用して一斉に防除体制に入  

ることが考えられる第4表の成鏡のよう  

に．極めて原始的，非科学的方法のように考  

えられる捕殺も決して本害虫の場合軽視出   

Tab／l．The resultof captuI二ing weevils，at the No”6．  

OrCharq・，（Adult）・（Nishimura，ニShozugun，Ka・  

gawa，白／V，1955）  

Tab．2．Fluctuation of the number of adult weevils，  

at each month at the same orchatd（Nol7） 

（Nishimura，Shozugun，Kagaw∂，1955）  

慧㌶t関蕊簑蒜豊諸  
l．Plantation area：ろちTan 
2．The weevils．were not captured at   
allforthepurpo琴eOfthis census 
3The censusin October and No－   
bember did not tried as the con・   
trolof weevils was started 
4．・Age of・htree：50 years afteIthe   
plantation 
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釆ない仕事であるし，塩素系殺虫剤等の如く  

極めて使用簡便且つ有効な接触殺虫剤も存す  

るので（2），玄にいう緊急対策ほ決して実行困  

難なこと／でもないし，必ず葵功することを確  

信する（1）（このことについては本研究の当初  

から度々各方面に健忘を促し，叉勧告もして  

あり，すでに実行に移った段階であるので，  

その成果ほ盈3～4年内に必ず何等かの形の  

事実となって現われて∴来るものと考えてい  

る）り尚要すれは現在廃園同様に荒れ果てたオ  

リ－プ園ほ此瞭思い切って処分し，古株を充  

分に処置しおくこ．とも肝要と．思われる（1）（2）  

これほ放任しておくと．必ず今後の発生源とな  

るから充分注意を要するこ．とである巾  

〔阻〕其他のオリーブ樹の害虫   

尚最後にオリ十プアナアキゾウムシ以外の  

オリ－プ樹の害虫について若干従来の調査結  

果を述べる－勿論前にも述べたように本邦で  

はオリ－・プアナ■アキゾウムレの被害が最も甚  

大であつて，他はこれに比すれば殆んど問題  

にならないけれ共，時に局所的に他の害虫も  

多発して可成被害を与えるこ．ともあるので注  

意を要する  

（1）スグリゾウムレ CαJゐγゐ噌αJ〟」S（ク5の化わ・   

C〝♂0㌢痛物可朗ノαSdα≠〝5 

極めて小形なるゾクムレの一・種で，温暖   

なる季節（主として春から初夏にかけて）紅  

175  

TabL3‖ Number oflaIVae Of the olive weevils，  

per young olive tree．  

（Shimokasai，Kagawa，23／XI，1954）  

（Orch．No．1．1）  
Notes：Age of trees＝3years a董ter plantation  

鴇The tree wasforkedinto2trunCksat the suI董aceof the ground 

Tab‖ 4．The effect of the capturing method of control  
against the adult weevils，at the Nol80rChard．★  
（Nishimura，Sh6zugun，Kagawa，1955）  

慧郡慧悪雷窓訂 

18weevils were captured duringlhour 

8weevils weIe Captured duringlhour・巾  

Only14weevils weIe Capturedin the next  

year，1956、throughout10times censuses 

△
○
鴇
 
 

現われて新梢部を食害する・可成多数個体で加害するがj香川県本土で可成発生をみるり 年1回の発生  

（2）ミノガ1種C7二γ♪ねfゐ♂ゐα坤  

他の樹木から集団で移動して加害することがあるが，先づ大害ほない．主と．して新梢部を加各  

（3）コウモリガPカα．5．S〟SeズC′■g5（♂乃5 

樹幹の主として形成層木質部に潜入加害すること．があるが稀である 

㈲エビガラスズメ 月βγSβ00閃血翫成 

オ■リープ園内又ほ側近に甘藷壕栽培するとその害虫であるエビガラスズメがオリ十ブ樹にもつき，主として新梢部   

を食害する・大害を与える程ではない．  

（5）マエアカスカジノ．メイガ挽㌢gα㌢’0〝∠α頑㌘坤抑加繭．  

小形のガであるが，その幼虫の新梢部加害は可成名地共目立つ・年2回の発生と思われ，春秋の供その吐出絹糸で   

菜を校合せて食害する1注志を要する害虫の1っである 

（6）カタカイガラムシ1種G彿那？   

香川県下でほ．可成多く見受ける・目下のところその被害は殆んど見ないが，増殖し始めると大きな問題となる恐れ   

が充分である・しかしこれにほ有効な寄生蜂（d花α∂γ0坤・S玖柏・SC≠α′α）も存することが分った 

（7）カイガラムシ1種G甜陽S？  

被害は軽微先づ問題ほない 
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摘 要  

オリーブ砲に対するオリ－プアナ・アキゾウムシの甚大なる加害の実情を昭和2；年（1S54）以来の名地方の踏査結果を  

元年して述べ，併せて驚くべき増殖を来し居る香川県下のオリ－プアナアキゾウムレに対する繋急防除対策の主眼点に 

つい七私見を述べた。緊急防除の重点ほとり敢えず成虫に対して，特にその現在の棲息密度を早急に引下げることにお  

かれるべきことを強調した。尚本文中にオリ－プゾウムレ以外の数種の害虫についても簡単に説明を加えた。  
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R 畠 S u m畠  

TheleSplt岳ofthe observatjons血ade since19540n the damage of olive treescsusedbyoliveweevils，  

Hylobius desErochersiin Kagawa p【efeclure have been descrjbedin the present pape【and some opinions  

have been set fo工th on the urgent meas11【e．Of contro16f the weevils which have gIeatlyincreasedin  

翠agawa ptefecture．Ithas been advocated th9t StreSS muS亡be put on fhe nece＄Sityof speedy reduction  

of the densi土y of the adult population∂S an urgent me∂Surb of controlof this speciesFo（this purpose，  

applicbtionofeffeqtiveinsecticj4es，Capturing∂dtllt jnsectsof SOmeOther e鮎ctive meansmust bet∂ken  

immediately・Beside some noteson certain otheIlnJuriousinsectsof theolive t【ee havebeen also glVen  

in rhe present paper   
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